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 Observations on the prespawning behavior of the mud skipper Periophthalmus cantonensis 
 (OssEcx) were made in a tidal flat of the Honmyo Estuary in the Ishahaya Bay of Ariake 
Sound, Kyushu, in the summers of 1974 and 1975. 
 Spawning season entends from late May to middle of August. The mature male first 
occupies an entrance of abandoned nest of other animals such as the blue spotted mud 
skipper, the fiddler crab, etc., on mud flat and establishes his territory,  1~2 m2 wide around 
the entrance. The male then diggs a burrow with his mouth to construct a spawning nest, 
about 30 cm deep. Most spawning nests were provided with two particularly formed entrances, 
about one centimeter in diameter, to so called YL-shaped burrows. Nests are more densely 
distributed near small, shallow streams running on tidal flat than in other parts of tidal flat. 
 The male bearing an orange nuptial color begins to play sexual displays as soon as the 
completion of the nest. The male crawls around his territory in arched posture and sometimes 
jumps  5~40 cm high. 
 When a mature female approaches, the male orients himself about 40 cm before the female 
and displays his frontal or lateral side and vigrously plays a winding dance in arched posture. 
The male repeats the dance and gradually leads her to the nest. When they arrive in his 
territory, the male again plays a winding dance in head-up posture, while the female gets 
closer to him. Soon the male leads the female to an entrance of the nest and enters into it, 
followed by her. On entering a nest, the female exhibits characteristic entering movements. 
Few minutes later, the male comes out the nest again, and vigrously defences his territory 
against invaders, if any, he, however, does not play sexual display any more. Finally he stays 
in the nest with the female and they make up the "nesting". 
 In most cases, it took 3~5 hours from the complation of the spawning nest to the nesting.
魚類の 産卵行動 に ついて は,BrederandRosen
(1966)の 著書 にみ られ るよ うに,多 岐にわたる分類
群 のもので数多 くの報告 がある。 それ らによ ると,一
般に番(つ がい)を 形成す るグループの産 卵行動には
類似性が認め られ,産 卵は,テ リトリーの形成,営 巣,
求愛,放 卵 ・放精,卵 保護 とい う一連 の行動過程を経
てお こなわれ る。そして,こ の過程 の中で求愛行動に
おいて は特に種類に よる差異 が目立つ ことが知 られて
お り,ス ズメダイ類,ハ ゼ類 などに つ い て の 例 が
Reese(1964)の 総説の中にあげられてい る。
イン ド,太 平洋域の熱帯 から温帯域にかけての潮間
帯 に生息す るトビハゼ類は,水 陸両界で生活す るとい
う特異な習性 をもってい ることから人 目を ひき,こ れ
までにも,形 態学,生 理学,生 態学 などの各分野にお
いてそれを材料 とした多 くの研究があるが,産 卵行動
に 関 しては,ト ビハゼ 属 の 一 種 Periophthalmus
chrysospilosで番形成 までの行動が観察 されているに
す ぎない(Macnae,1968)。
筆者 らは,1974年 お よび1975年 の夏期に,長 崎県諌
早市本明川 の河 口域で有明海諌早湾の トビハゼ.Peri-
ophthalmns cantonensis(OSBECK)の 産卵前行動 を観
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ら れ た が,大 部 分 の 個 体 で3～5時 間 で あ り,営 巣 か
ら巣 ご も り ま で を 一 回 の 干 潮 時 問 内 に 終 る 個 体 もみ ら
れ た 。
要 約
トビハゼ の産卵前行動について1974年 お よび1975年
の夏季に九州有 明海諌早湾に注 ぐ本 明川 の河 口域の干
潟で干潮時に観 察を行 った。研究水域 における本種の
産卵期は5月 下 旬から8月 中旬 にわた り,そ の盛期は
6月 中旬か ら7月 下旬 までであ る。
産卵期にはいると成熟雄は干潟上にみられ る他動物
が放棄 した と思 われ る巣穴を選んでそれから20～40㎝
の範囲の干潟を縄張 りとして確保し,巣 穴 から泥中に
産卵巣 の坑道を掘 り始 める。雄は坑道内から口で泥粒
を くわえて上 って きて干潟上に積みあげ るとい う営巣
行動を繰 り返 し,1～2日 で深 さ30㎝ ほ どのYL型 を
した坑 道を掘 り,産 卵巣を完成す る。干潟上 に特異な
形状をした巣穴2個 がみられ る トビハゼの産 卵巣 は,
干潟上を縦横にはし っている小水路付近に多 くつ くら
れてい る。
産卵巣をつ くった雄は潮 汐の干満にかかわ らず そこ
に留 ってその占有を続 ける。 そして,巣 完成後す ぐに
干 潟上 で近 くにい る成熟雌 に対 して求愛行動を始 める。
この とき雄は橙色 の婚姻色を現 わし,弓 状姿勢を とっ
て干潟上を爬 行し,ま た,と きどき5～10㎝ の高 さに
跳躍す る。 これに応 じて雌が接近 して くると雄 はその
前方10～40㎝ の ところに定位 し,そ の前方 または側方
で体側 を誇示 し,ま た,弓 状 し りふ りダ ンスを行 な う。
この ときに は跳躍はみ られない。 この後,雄 は弓状 し
りふ りダンスを誇示 しなが ら雌 をさらに巣穴の近 くへ
誘導し,雌 はこれに追随す る。そして雄 の縄張 り内ま
で くると雌雄間の距離は10㎝ に縮 まる。 ここで雄は頭
上げ しりふ りダンスを行な って さらに巣穴の方へ雌を
誘導し,雌 はそれに追随す る。そして巣穴 の所 まで く
ると,ま ず雄が巣 内に入 り,次 いで雌 もこれに従 って
入巣す る。雌の入巣時 には巣穴の所 で特異 な入巣行動
がみられ る。巣 内で ひとたび番を形成 した後,雄 はす
ぐに干潟上に出てきて再 び縄張 り占有行動を示すが,
求愛行動 は行なわない。一方,雌 はず っと巣内に留 っ
ている。 その後,次 第に雌雄が一緒に巣内に留まる時
間が長 くな り,つ いに巣 ごもりの状態に到 る。なお,
雄が産卵巣を完成後,求 愛行動を行ない,巣 ごもりの
状態に到 るまでに要す る時間は3～5時 間であ る。
最後に,本 研究の一部は伊藤魚学研究振興財団か ら
的場に与え られた研究助成金によ ったことを記 して当
財団に対 して謝意を表す る。また,原 稿 のこ校閲をい
ただいた本学部付属水産実験所 長千 田哲資博士に深謝
す る。
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